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アルプス電気（株）
佐々木市郎

エアコン ｖｓ. 石油ファンヒータ

１2015年10月16日
タグチメソッド・フェスタ2015

冷房 暖房

エアコン ○○ ？？

石油
ファンヒータ －－ ○○

★エアコンは電気代が高い。
★「冬はファンヒータ」という
固定観念あり。
従来はほとんど稼働せず。

★地球市民として環境問題に少しでも貢献をしたい。
★このテーマは個人的に興味がある。
★分かりやすい事例で、ＱＥの普及につなげる。

１．背景と目的１．背景と目的

２．実験計画２．実験計画 1/51/5
＜評価する暖房機＞

例） エアコン② 例） ファンヒータ③

番号 性能（注）（kW） 使用年数 設置部屋

エアコン

① 4.5 12 茶の間

② 4.2 10 寝室

③ 3.8 12 子供部屋

ファンヒータ

① 3.2 3 茶の間

② 3.0 7 寝室

③ 2.5 6 子供部屋

エアコンはかなり旧式

（注）

ｴｱｺﾝは暖房標準能力

ﾌｧﾝﾋｰﾀは暖房出力（最大）

２．実験計画２．実験計画 2/52/5
＜使用する計測器＞

ディジタル温度計 ディジタル評量計 ワットチェッカ

温度測定
（2ヶ所同時測定）

灯油タンクの計量 電力量の測定

-10～40℃ 最大5kg 最大15A

２．実験計画２．実験計画 3/53/5
＜理想機能＞

時 間

温

度

温度設定値（１９℃・・・経済産業省推奨値）

①①立ち上がり立ち上がり迅速性迅速性 ②②安定維持性安定維持性

20分 90分

動特性（温度上昇値）で評価 設定温度との差を評価

Ｎ１，Ｎ２： 外気温の低い/高い
Ｐ１，Ｐ２： 部屋内の場所・高さ違い

15分

２．実験計画２．実験計画 4/54/5
＜理想機能＞

立ち上がり立ち上がり迅速性迅速性の詳細の詳細

温度変化質量比熱熱量 

エネルギーのオーダーで2乗和の分解を
行うために両辺の平方根を取る。
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２．実験計画２．実験計画 5/55/5
＜理想機能＞

安定維持性の詳細安定維持性の詳細
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目標との差は小さい方がよい

（プラスでもマイナスでも）

３．実験結果３．実験結果 1/61/6
＜データ例＿エアコン／茶の間＞

0 5 10 15 20 ・・・ 90

P1 6.2 7.2 11.7 13.5 14.5 ・・・ 13.5

P2 6.7 8.1 12.3 14.0 15.2 ・・・ 15.5

P1 7.6 9.3 15.5 16.6 16.3 ・・・ 17.0

P2 7.8 10.3 14.6 16.2 17.2 ・・・ 17.6

P1 0.0 1.0 5.5 7.3 8.3 ・・・ 7.3

P2 0.0 1.4 5.6 7.3 8.5 ・・・ 8.8

P1 0.0 1.7 7.9 9.0 8.7 ・・・ 9.4

P2 0.0 2.5 6.8 8.4 9.4 ・・・ 9.8

P1 - - - - -4.5 ・・・ -5.5

P2 - - - - -3.8 ・・・ -3.5

P1 - - - - -2.7 ・・・ -2.0

P2 - - - - -1.8 ・・・ -1.4

N1 -2 - - - - ・・・ -2

N2 2 - - - - ・・・ 1

N1 0.00 0.09 0.23 0.37 0.52 ・・・ 1.53

N2 0.00 0.11 0.26 0.40 0.54 ・・・ 1.41

N1 0.00 2.25 5.75 9.25 13.00 ・・・ 38.25

N2 0.00 2.75 6.50 10.00 13.50 ・・・ 35.25

N1 0.00 0.04 0.11 0.18 0.25 ・・・ 0.72

N2 0.00 0.05 0.12 0.19 0.26 ・・・ 0.67

電力料金 円

電力による

CO2排出量
kg

○ 外気温 ℃

○ 電力量 Wh

設定温度との差
（設定：19℃）

N1

℃

N2

温度変化

N1

℃

N2

実測 単位
経過時間（min）

○ 室温

N1

℃

N2

誤差因子項目

☆電力料金は 一律25円/kWh（概算）

☆CO2排出量は 0.473kg/kWh
（2007年東北電力）
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自動休止モード
による温度降下

0 5 10 15 20 ・・・ 90

P1 5.2 7.0 10.1 11.3 12.1 ・・・ 15.2

P2 5.1 8.8 12.2 13.5 14.4 ・・・ 18.2

P1 8.1 10.1 12.9 14.2 15.0 ・・・ 17.7

P2 8.5 12.2 15.7 16.9 17.7 ・・・ 20.8

P1 0.0 1.8 4.9 6.1 6.9 ・・・ 10.0

P2 0.0 3.7 7.1 8.4 9.3 ・・・ 13.1

P1 0.0 2.0 4.8 6.1 6.9 ・・・ 9.6

P2 0.0 3.7 7.2 8.4 9.2 ・・・ 12.3

P1 - - - - -6.9 ・・・ -3.8

P2 - - - - -4.6 ・・・ -0.8

P1 - - - - -4.0 ・・・ -1.3

P2 - - - - -1.3 ・・・ 1.8

℃ 5 8 10 10 11 ・・・ 13

9 11 13 14 15 ・・・ 18

-3 - - - - ・・・ -3

0 - - - - ・・・ 2

0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 ・・・ 0.18

0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 ・・・ 0.17

0.00 0.25 0.50 0.75 1.00 ・・・ 4.50

0.00 0.25 0.50 0.75 1.00 ・・・ 4.25

0.00 0.00 0.01 0.01 0.02 ・・・ 0.09

0.00 0.00 0.01 0.01 0.02 ・・・ 0.08

4.000 3.985 3.930 3.895 3.855 ・・・ 3.530

3.165 3.130 3.065 3.010 2.965 ・・・ 2.650

0.000 0.015 0.070 0.105 0.145 ・・・ 0.470

0.000 0.035 0.100 0.155 0.200 ・・・ 0.515

0.000 0.019 0.087 0.131 0.181 ・・・ 0.588

0.000 0.044 0.125 0.194 0.250 ・・・ 0.644

0.00 1.37 6.39 9.58 13.23 ・・・ 42.89

0.00 3.19 9.13 14.14 18.25 ・・・ 46.99

0.000 0.047 0.220 0.329 0.455 ・・・ 1.475

0.000 0.110 0.314 0.486 0.628 ・・・ 1.616

0.00 1.62 6.89 10.33 14.23 ・・・ 47.39

0.00 3.44 9.63 14.89 19.25 ・・・ 51.24

0.000 0.052 0.229 0.344 0.474 ・・・ 1.560

0.000 0.115 0.323 0.501 0.646 ・・・ 1.696
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CO2排出量計
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N2

N1

N2

N1

N2

N1

N2

N1

kg

電力量

電力料金

電力による

CO2排出量

灯油残量

灯油消費量
（質量）

灯油消費量
（容積）

kg

円

灯油CO2排出量

料金計
N2

l

円灯油料金

N1

N2

N1

○ kg

kg

N1

N2

N1

N2

円

kg
N2

℃

○ Wh

○

○ 外気温

ヒータ本体
表示温度

設定温度との差
（設定：19℃）

N1

℃

N2

温度変化

N1

℃

N2

実測 単位
経過時間（min）

○ 室温

N1

℃

N2

項目 誤差因子

３．実験結果３．実験結果 2/62/6
＜データ例＿ファンヒータ／茶の間＞

☆灯油比重は 0.80

☆灯油料金は 73円/L（時価）

☆CO2排出量は 2.51kg/L

（ファンヒータ，茶の間）
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３．実験結果３．実験結果 3/63/6
＜解析例＿立ち上がり迅速性／茶の間＞

η=7.12db
β=0.73

＜解析例＿安定維持性／茶の間＞

A/C

η=8.31db
β=0.73

η=-12.22db η=-10.10db

温度の影響
（N×β）が大

F/H

A/C F/H

場所の影響
（P×β）が大
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＜寝室の温度推移＞

＜子供部屋の温度推移＞

３．実験結果３．実験結果 4/64/6

A/C F/H
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（立ち上がり迅速性のSN比）

＜立ち上がり迅速性＞

＜安定維持性＞

ＳＮ比ＳＮ比 傾傾 きき

立ち上がりの速さ自体は
エアコンがやや優位

３．実験結果３．実験結果 5/65/6
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＜コスト＞

＜ＣＯ２排出量＞

３．実験結果３．実験結果 6/66/6
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４．まと４．まとめめ

（１）立ち上がり迅速性は、安定性は優劣つかず、速さ自体は
エアコンやや優位。

（２）安定維持性は優劣つかず。

（３）二酸化炭素排出量はエアコン優位。

（４）コストは優劣明確でないがファンヒータ健闘。

（５）エアコンの特質として、外気温の影響を受けやすい。
また、暖気が還流して来るので、設定温度に達したと判断し、
自動休止モードに入りやすい。

（６）ファンヒータの特質として、暖気が還流して来ないので、設定
温度に達していないと判断し、いつまでも全開運転を続ける
傾向がある。暖房機の容量面でエアコンに若干見劣りする。

（７）設置場所や部屋との相性等、考慮すべき因子は他にも多いと
思われる。

15

A/C 暖気の還流

F/H

暖気の還流が
届きにくい

温度センサは背面にあり、
なおさら暖気を感じにくい

＜暖房システムによる宿命？＞

自身の位置が暖まりやすいので、
自動休止モードになりやすい

（参考）（参考） 1/41/4
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A/C

F/H

茶の間 寝室 子供部屋

A/C

F/H

F/H

A/C

＜各部屋の暖房機の配置＞

設置位置が長辺か短辺か、中央か端か、方角は・・・・？

他に壁、床、天井、家具配置等、様々な要因が関係しそう。

（参考）（参考） 2/42/4
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＜後年の取り組み＞

結果：
（１）容量増大の効果は、立ち上がり迅速性に現れた。
（２）反面、勢い余って安定領域では設定温度を超えがち。
（余計なエネルギー消費、コスト増につながっている。）

（３）内窓の効果はほとんどなかった。（遮音効果はあり）

容量大のファンヒータ導入

（小：3.2kW、大：5.6kW）

内窓追加による断熱改造

（参考）（参考） 3/43/4
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＜別システムの評価構想＞

蓄熱式暖房機

（１）夜間電力で内部のレンガを暖め、その熱で広い範囲を暖める。

（２）立ち上がり迅速性などという理想機能は当たらない。

（３）導入を検討したが、断熱の良い家屋でないと意味がないと言われ断念。

（４）新築や改築をすることがあったら、是非導入して実験してみたい。

（参考）（参考） 4/44/4
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